
 

授業科目名 教育相談 教員名 
松田 昭憲 

(実務経験のある教員)  

卒業及び 

免許・資格

との関係 

 

卒業 選択 

小学校教諭 必修 

幼稚園教諭 必修 

保育士 選択 

科目番号 SEI202 

配当年次 ２年後期 

こども音楽療育士  

授業形態 講義 
情報処理士  

 

 

単 位 数 ２単位 

科  目  

施行規則に 

定める科目区分 
 

一般目標 

(1)教育相談の意義と理論 

学校における教育相談の意義と理論を理解する。 

(2)教育相談の方法 

教育相談を進める際に必要な基礎的知識(カウンセリングに関する基礎的事柄を含む)を理解する。 

(3)教育相談の展開 

教育相談の具体的な進め方やそのポイント、組織的な取組みや連携の必要性を理解する。 

到達目標 

(1)教育相談の意義と理論 

1)学校における教育相談の意義と課題を理解している。 

2)教育相談に関わる心理学の基礎的な理論・概念を理解している。 

(2)教育相談の方法 

1)幼児、児童及び生徒の不適応や問題行動の意味並びに幼児、児童及び生徒の発するシグナルに

気づき把握する方法を理解している。 

2)学校教育におけるカウンセリングマインドの必要性を理解している。 

3)受容・傾聴・共感的理解等のカウンセリングの基礎的な姿勢や技法を理解している。 

(3)教育相談の展開 

1)職種や校務分掌に応じて、幼児、児童及び生徒並びに保護者に対する教育相談を行う際の目標

の立て方や進め方を例示することができる。 

2)いじめ、不登校・不登園、虐待、非行等の課題に対する、幼児、児童及び生徒の発達段階や発

達課題に応じた教育相談の進め方を理解している。 

3)教育相談の計画の作成や必要な校内体制の整備など、組織的な取組みの必要性を理解してい

る。 

(4)地域の医療・福祉・心理等の専門機関との連携の意義や必要性を理解している。 

ディプロマ・ポ 

リシーとの関係 
本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢５.教育実践力を身につけている。｣｢６.教

科・教職に関する基礎的・応用的知識を身につけている。｣を育成する科目として配置している。 

授業の概要 

教師が行う教育相談は、教師の立場を保ちながら児童の心の支えとなり、問題解決を向上させるも

のである。教育相談を行うには、先ずカウンセリングに対する基礎的な知識と技法の習得が求められ

る。また、教育相談には学校空間と学校組織という背景があるため、それらを長所とするための方法

を習得する必要がある。 

これらの基本的な学習を行った後に、学校現場で生じている様々な問題行動に対して具体的な対応

がなされている教育相談の実際について学習する。 

最後に、問題行動によっては学校でなされる教育相談のみでは対応が十分と言えないものもあ

り、外部の専門家との連携も欠かせない場合もあるため、専門機関との連携についても学習する必

要がある。授業形態は講義とする。なお、アクティブラーニングとして、あるテーマについてレポ

ート作成を実施する。 

履修条件・注意事項 あらかじめ教育心理学の科目を履修していることが望ましい。 

授業計画 

第１回：教育相談とは何か・・・・・・・（目標(1)-1）） 

第２回：カウンセリングの基礎理論・・・（目標(1)-2）） 

第３回：カウンセリングの技法・・・（目標(2)-2）） 

第４回：学校における諸問題とその対応 ①いじめ・・・（目標(3)-2）） 

第５回：学校における諸問題とその対応 ②不登校・・・（目標(3)-2）） 

第６回：学校における諸問題とその対応 ③虐待・自殺・いのちの教育・・・（目標(3)-2）） 

第７回：学校における諸問題とその対応 ④少年非行への対策・・・（目標(3)-2）） 

第８回：学校における諸問題とその対応 ⑤発達障がいへの対策・・・（目標(3)-2）） 

第９回：学校における諸問題とその対応 ⑥心の病への対応・・・（目標(3)-2）） 

第10回：校内連携 専門機関や地域との連携・・・（目標(3)-1.3））目標(4)） 

第11回：教育相談におけるアセスメント ①行動観察法・面接法・・・（目標(2)-1.2.3）） 

第12回：教育相談におけるアセスメント ②心理検査法の理解・・・（目標(2)-1.2.3）） 



 

第13回：心理検査「WISC-Ⅳ知能検査」   ・・・（目標(2)-1.2.3）） 

第14回：家庭の理解と保護者支援・・・（目標(3)-1）） 

第15回：まとめ 

授業外学修時間

の確保について 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 
・毎回講義の最後に、次回の講義内容のテキスト箇所を伝えるので、入念に予習しておくこと。ま
た、不明な点等は調べておくこと。 

学生に対する 

評価 

課題プリント30％ 期末試験70％ 
なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 
・コメントを記載して返却する。 
・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。 

テキスト  よくわかる！教職エクササイズ 教育相談 森田健宏・吉田佐治子 編著 ミネルヴァ書房 
ISBN番号978-4-623-09611-4 

参考書・参考資料等 文部科学省『生徒指導提要 改訂版』 2022年 8月 

担当者からの 

メッセージ 

講義内容について、シラバスの到達目標に記載されているように自分の言葉で他者に説明できるよ
うに努めること。 

オフィスアワー 授業の前後の時間（メール等でアポイントを取ること。） 

備考 
担当教員は、特別支援学校の特別支援教育チーフコーディネーターの経験を活かし、教育相談の講
義を行う。 

 


